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論文内容の要旨
舌筋，オトガイ舌骨筋 :GH むよび舌骨下筋(甲状舌骨筋: TH，胸骨舌骨筋: SH，胸骨甲状筋
: ST，肩甲舌骨筋: 0 H) は，共に鯨下筋群に属し，系統・個体発生的に密接に関連するが，これ
ら筋支配運動神経細胞存在域(以下，支配運動神経細胞を MN と略す)の位置的関連についての研究
は殆んどなく，また，舌骨下筋各筋MNの局在に関する報告も少なし五。これら鯨下筋群は舌下神経と
頚神経の吻合により形成される Plexus hypoglossocervicalis に支配されるが，この神経叢の見地
からすると，これら筋の運動支配を舌下神経支配と頚神経支配とに明瞭に区分する従来の記載は再考
を要するものと思われる。本研究では， HRP法を用い，ラット舌筋 GH むよび舌廿下筋各筋MN の
中枢局在ならびにその位置的関連を調べるとともに，これら鯨下筋群MN軸索の末的経路についても
検討を行った。
実験には58~の S-D系雄性ラット(体重150~250g) を用い， 25%-HRP溶液を舌下神経および上記
5 筋に下記条件下で注入し， 16~24時間動物を生存させた後，延・頚髄を摘出し，通法に従ぃ Ben­
zidine 反応を施し HRP陽性細胞の分布を検索した。なお，本実験での舌下神経への HRPの注入は全
て頚神経ワナ J'_根起始部より未梢側で，舌下神経の切断は同起始部より中枢側で行った。
1. 舌ド神経 (3 ~)およびGH ， TH , SH , ST , OH各筋(各 5 匹)に HRP をイ則性に注入した o
I. GH むよび舌下神経については，舌下神経を一側性に切断の後(各 3 [Jﾇ) ，また，舌下神経と同
側頚神経ワナけ艮(各 3 lJL_)あるいは舌ド神経と同側第 1 頚神経(各 3 匹)の両方を一側性に切断の
後，両側性に HRPの注入を行った。_，方 舌骨下筋については 各 3 匹を用い THでは第 1 頚神経
を， SH. ST. OHでは第 1 から第 3 頚神経を-側性に切断の後 両個別宅に HRPの注入を行った。
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HRP陽性細胞は注入側にのみ出現し， GH注入例では舌下神経核中央の高さの同核腹外側部に始
まり， しだいにこれより分離し，延・頚髄移行部で前角背内側核に近接して終わる舌下神経核腹外側
亜核にみとめられる。一方，舌下神経注入例では舌下神経主核および腹外側亜核からなる舌下神経核
全域に陽性細胞が出現し，舌下神経主核は舌筋を支配するものと考えられる。 TH注入例では，延­
頚髄移行部で舌下神経主核につづく中心管腹外方に始まり， C1 尾側で前角背内側核に終わる細胞群を
形成する。 OH注入例では，延・頚髄移行部で中心管腹外方にはじめて出現し それより尾方で、はC1
から C3 の前角背内側核と C2 中央から C3 の前角腹外側核に陽性細胞が出現する。 SH.ST注入例の陽
性細胞分布域は OHの場合とほぼ同様で、あるが， S H注入例では C2尾側半の腹外側核と C3 の背内側
核での ， S T注入例ではさらに延・頚髄移行部での陽性細胞がみとめられない。
GH注入例での舌下神経核腹外側亜核の陽性細胞は舌下神経切断により大部分が消失するが，延­
頚髄移行部では少数の陽性細胞がみとめられ， これら陽性細胞は第 1 頚神経または頚神経ワナ上根の
追加切断によりはじめて消失する。舌下神経注入例では舌下神経切断により舌下神経核吻側%の陽性
細胞は全て消失するが，尾側%では腹外側亜核および舌筋支配の舌下神経主核に陽性細胞が少数みと
められ，これら陽性細胞は頚神経ワナよ根または第 1 頚神経の追加切断によりはじめて消失する。す
なわち， G H:h'よび舌筋支配の舌下神経核内の大部分の陽性細胞の軸索は舌下神経を経由するが，少
数ながら第 1 頚神経から頚神経ワナ上根を経由するものが存在する。 TH陽性細胞は第 1 頚神経の切
断により， SH. ST ・ OH陽性細胞は第 1 から第 3 頚神経の切断により全て消失し.その軸索は全て頚
神経を経由する。従って延・頚髄移行部で，舌下神経主核につづく中心管腹外方に出現する舌骨下筋
陽性細胞は舌下神経主核ではなく，同核と前角背内側核とをつなぐ Nuc l. supraspinalis に存在する
ものと思われる。
以上の結果から，舌筋むよびGH-MN存在域は舌骨下筋MN存在域の吻側部と吻尾方向に近接して
一連の細胞柱を形成することが明らかとなった。また，舌筋およびGH支配の舌下神経核中には少数
の頚神経経由運動神経細胞がその尾側部に存在し，舌下神経経由運動神経細胞存在域から頚神経経由
運動神経細胞存在域への移行が舌下神経核と頚髄前角細胞群との間で明瞭に行われるのではなく，よ
り吻側の舌下神経核尾側部内で漸次行われるものと思われる。すなわち，舌筋およびGHは舌下神経
のみならず頚神経経由の運動線維の支配をもうけるのに対し 舌骨下筋は頚神経経由の運動線維のみ
の支配をうけ， ラット Plexus hypoglossocervicalis における頚神経ワナ上根中には舌下神経から下
行し舌骨下筋に分布する運動神経線維は存在しなし )0
論文の審査結果の要旨
本研究は HRP法を用い，ラット鯨下筋群(舌筋，オトガイ舌骨筋および舌骨下筋各筋)支配運動
神経細胞の中枢局在とその相互関係ならびに これら運動神経細胞軸索の末梢経路について検討を加
えたものである。
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この結果，舌筋およびオトガイ舌骨筋支配運動神経細胞存在域と舌骨下筋支配神動神経細胞存在域
とは互いに分離したものではなく，舌下神経核から Nuc l. supraspinalis を経て頚髄前角にわたる一
連の細胞柱を形成することが明らかとなった。さらに，舌骨下筋支配運動神経細胞の軸索が全て頚神
経を経由するのに対し 舌筋およびオトガイ舌骨筋については舌下神経のみならず頚神経を経由する
ものが存在することが明らかになった。
以上のように，西口隆彦君の論文は，ラット鯨下筋群支配運動神経細胞の局在ならびにその軸索末
梢経路につき新しい知見を加えた優れた業績であり 歯学博士の学位授与に十分値するものと認める。
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